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はじめに

背景
生きる力を育むために「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶ
か」を重視して，「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業改善
が求められている．

目的
本論では，「対話的な学び」のプロセスや現状の HMD・VRの基本特
性や開発可能性を鑑み，「対話的な学び」に有効な VR型教材を開発
し，被験者実験により評価する．
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開発した教材

今回開発した VR型教材は，2名ペアで美術を鑑賞するものであり，
現実の美術館をできる限り VR内に再現したものである．今後，他
種の場面・情報を再現した VR 型教材の開発を計画していることを
鑑み，本教材名を以下「VRLS.1」とする．
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VRLS

VRLSについて
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VRLS

開発環境
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実験方法と評価

有効性に関する評価
被験者実験として，現実の美術館と「VRLS.1」を比較する．比較観
点を，美術館と他者認知の基本的環境，体験時の心理形成，対話・
課題解決の状況とし，それぞれ量的，質的な要素を分析する．

実験方法
被験者は，1日間で，2人 1ペアで現実の美術館，「VRLS.1」の順番
でそれぞれ，1回ずつ体験する．体験後に質問表に解答してもらう．
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実験方法と評価

質問票
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実験方法と評価

実験結果
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おわりに

まとめ
本研究では，「対話的な学び」を支援する VR型教材として「VRLS.1」
を開発し有効性を評価した．「対話的な学び」の一つの必要要素であ
る「外界」の想起に関しては，心理形成を分析した結果，現実に劣
るという結果は示されなかった．一方で，VR型教材独自の効果と
して，学びの動機につながる特別な心理形成の存在が確認された．

今後
VR型教材独自の効果と，加速度的に進む技術発展を合わせて検討
していくことにより，更に効果的な教材開発が期待される．
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